
A-45　 市 販 食 品 の 人 工着 色 料 調 査 （3 ）

一 駄 菓 子 の 着色 料 －

ノ ー トル ダ ム女 大　 ○ 内 藤　 和 子

浅 川　 千 春

山 口　 三 郎

1.　 最 近 食 品 の着 色 に タ ー ル色 素 が濫 用 され て い る こ

とは 周 知 の事 実 で あ り ，一 方 近 年 食 用 タ ー ル色 素 の 毒性

に 関 す る新 知 見 の 発展 に 伴 ない 行 政 上 の態 度 は慎 重 に な

りつ つ あ る 。

筆 者 らは 子 供 の 愛 好 す る駄 菓 子 の着 色 料 に 興 味 を抱 き

そ の使 用 状 況 の 実 態 調 査 を行 な っ た 。

2.　 昭 和42 年12 月 ～44 年 ７ 月 に 京 都 ， 大 津 両 市 内 で購

入 し た駄 菓 子233 件 を試 料 と し ，食 品衛 生 検 査指 針 に従

っ て毛 糸 染 色法 に よ り色 素 を抽 出 ， 濾 紙 ク ロ マ ト グ ラ フ

ィ ー を用 い て分 離 し ， ス ポ ッ ト の色 調,  Rf 値, 吸 収 スペ

ク ト ル 等 に つい て 標 準色 素 と 比 較 ，識 別 し た 。

3.　 試 料 の92% に 当 る214 件 か ら ク ー ル 色 素 （13 種 類 ）

の ス ポ ッ ト332 個 を分 離 し た 。 そ の 内 訳 は ， 食 用 赤 色 ２

号:R バ16 個 ）,  R,<,2 （22 ）,  Rm  （4 ）,  Rio4（15 ）,  Rios

（2 ）,  Rio6 （41 ）,  Y,  （113 ）,  Ys  （44),    I日Yi （l ）, Bi

（61 ）,  Bii （2'),   V,  （9 ）,  Ga  （1 ）, 不 明（i ）で あ っ

た 。ス ポ ッ ト を 検 出 し た 試 料 の うち 色 素 を単 一 使 用 し た

も の は124 件 （58 ％ ） で,    2 色 混 合 使 用 し た も の75 件

（35% ）,   3 色 混 合 使 用 は ８件 （4% ：）,   4 色 混 合 使 用 は



３件（1  ％）であり，残りの４件は単一使用と２色混合

使用とを併用したものであった。

検出率の高かった色素はY. の113回（34 ％），Bi の61

回（18% ）,  Y,の44回 （13% ）,  Rioeの41回 （12% ）で，

いずれも耐還元性，耐紫外線性，耐熱性の強い色素であ

る。また法定外色素（旧YI ）をBi と混合使用していた

試料（有平糖）が１件あった。
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